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地域おこし協力隊
活動報告会

2024.3.18

磯野 巧
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サンタのつぶやき①

✓広尾高校と協業した体験ツアー
にて「ツブ貝」を用いたたこ焼
き風のフードを試作

✓サンタのまち＆ツブ貝を掛け合
わせた「サンタのつぶやき」を
ご当地グルメとして高校生と共
に世に広めることを決意

✓広尾町観光協会と広尾高校の関
係者で協議（2023.4-6）

✓レシピ考案＆試食会（2023.7）
→ コンペ形式で最多票レシピを採用

✓サンタのつぶやき誕生（2023.8）

十勝毎日新聞（2023/8/6）

レシピ考案・試食会（広尾高校×広尾町観光協会）
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サンタのつぶやき②
十勝毎日新聞（2023/9/25）

地域特産品フェアでは主
に道外観光客に対して約
130食を販売。サンタラ
ンドツリー点灯式と広尾
まんぷくまつりでは広尾
町民を中心にそれぞれ
140-150食程度を販売。
いずれも完売。当初予定
（各100食）を大きく上
回る販売数となった。今
後は当面町内外催事にて
スポット的に出展する予
定。

地域特産品フェア＠札幌市（9月），広尾サンタランドツリー点灯式＠広尾町（10
月），広尾まんぷくまつり（12月）にてサンタのつぶやきを販売。いずれも広尾町観
光協会のスタッフだけでなく，広尾高校の教諭や生徒も調理＆販売に参画。

NHK北海道あさイチの「広尾産粒特集」にてサン
タのつぶやきを紹介。レシピ考案に関わった高校
生がサンタのつぶやきを宣伝し（2023/12/13）。

2023年8月以降，体験ツアーにおいてもサ
ンタのつぶやきを提供しており，広尾町の
新特産品としての認知度もおおきく 向上
しつつある。写真は熱中小学校の現地実習
ツアーのワンシーン。
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Hiroo Discovery Footpath①

広尾町の観光課題：プレイヤーの不足
✓早急の課題解決は困難
✓セルフガイドツアーの仕組みづくり
→ その一環としてのフットパス事業
✓観光客の回遊性向上（滞在時間拡大）
✓併せて広尾町民の健康増進と地域再発
見を意図

フットパス事業実施に向けて：
✓上富良野町を先進地視察（2023.9）

→ コース設定，解説ポイント，資料など

✓NPO法人野山人のガイドに同行し，
参与観察を中心にフットパス事業につ
いて調査研究を遂行した。

✓先進地視察を経て，コースマップの制
作，地域イメージ形成に寄与する道標
の設置，目的意識をもって散策できる
仕組みづくり，以上三点が広尾版フッ
トパス事業の推進にあたり有効である
と判断した。

NPO法人野山人のガイドに同行し，
フットパスの概要説明や地点ごとの
解説内容を把握した。

コース上のマップ設置箇所やそ
の記載内容を記録した。

上富良野町にてフットパスマップ
を収集し，広尾町版のものを制作
する際の参考資料とした。

道標にミルク缶を使用。これが酪農
地域というイメージ形成に一役買っ
ていた。
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Hiroo Discovery Footpath②

Hiroo Discovery Footpath：
✓広尾サンタランドとシーサイド（一次産業
現場）の２コースを整備（マップ制作）

✓デジタルスタンプラリーと達成賞
→  目的意識をもって楽しく散策する仕組み
✓道標にミルク缶や地域ｷｬﾗｸﾀｰを使用
→  「サンタのまち」という意識形成に寄与

十勝毎日新聞（2023/11/28）

デジタルスタンプラリー達
成賞のオリジナル手拭い

ミルク缶を用いた道標

デジタルスタンプラリーの画面。QRコードを一定
数読み込むと達成賞に応募できる。QRコードは地
域キャラクター「さーたちゃん」を添えて町内16
箇所に配置。期間内に約80名がデジタルスタンプ
ラリーに参加し，うち30名が達成賞を手にした。
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一次産業を活かした体験ツアー

蒸留酒×広尾町の食資源の
マリアージュを実現

室内で広尾町漁業の
説明を受ける参加者

漁業観光の室内体験環境が完備：
✓コンテンツ増設（座学，室内干し等）

→  天候的脆弱性の解消が実現
✓漁労環境の改善に貢献
✓漁業フィールドを活かした蒸溜酒
×食資源のマリアージュ企画をは
じめとする新たな体験ツアーを実
施（商品化の機運醸成）

https://sumahiro.com/event/gastronomy-tourism.html
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SUMAHIRO（Cited:2024/3/13）

https://sumahiro.com/event/gastronomy-tourism.html
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SUMAHIRO（Cited:2024/3/13）

https://sumahiro.com/event/gastronomy-tourism.html
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SUMAHIRO（Cited:2024/3/13）

https://sumahiro.com/event/gastronomy-tourism.html
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日高山脈の自然を活かした体験ツアーの造成①

太四郎の森の通年的活用の実現：
✓草花鑑賞（春季）だけに留まらない
多角的な空間利用を推進

✓北海道知事認定アウトドアガイドの
資格を保有する地域おこし協力隊に
よる野鳥観察会を企画運営（2023.6）

✓併せて初夏の草花鑑賞を楽しむなど
五感で日高山脈の自然を満喫

✓広尾町民の地域再発見や新たな交
流・関係人口創出に貢献

十勝毎日新聞（2023/6/10）

草木染めワークショップ：
✓太四郎の森で採取したヨモ
ギと伏流水を用いた天然の
染色体験（2023.8）

✓十勝で活動するnosomeと
Sjunde himlenに講師依頼

✓十勝を中心に15名が参加
✓他の草花や牧草など広尾町
の各種原料を用いた天然染
色体験の実施可能性野鳥観察会の様子

ヨモギを用いた
草木染め体験の様子
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日高山脈の自然を活かした体験ツアーの造成②
研修プログラムの考案：
✓地域おこし協力隊向けに実施（2023.7）

✓参加者は８名（全員十勝在住）
✓ とかち地域おこし協力隊ネットワークと連携

✓昨年度に取り組んだピザ窯と遊休地
ウォークを体験してもらい「季節性の強
い地域資源の活用方策」を議論

✓議論の末，太四郎の森のエリア概要や実
施可能なプログラムなどをまとめた情報
媒体制作の必要性が示唆

✓太四郎の森のチラシを編集＆制作

共催： 広尾町⽔産商⼯観光課地域おこし協⼒隊（ 体験型観光担当）
北海道⼗勝総合振興局 とかち地域おこし協⼒隊ネッ ト ワーク

協⼒： 広尾町観光協会

春季に彩豊かな草花が出迎えてく れる太四郎の森

本企画では「 ピザ窯体験」 と 「 遊休地ウォーク」 を通して

地域おこし協⼒隊同⼠の交流を深めると同時に

季節性の強い地域資源の活⽤⽅策を皆さんと⼀緒に考えます

実施⽇： 2023年7⽉8⽇ (⼟)

時 間： 11:00-14:00

集 合： シーサイド ハウス
（ 北海道広尾町野塚989）

場 所： 太四郎の森

対 象： 地域おこし協⼒隊
（ 現役のみ）

⼈ 数： 定員10名 （ 先着順）

料 ⾦： 1,200円
（ ⼊園料， 保険料， ⾷材費， 雑費）

＊シーサイド ハウス集合後，

現地までは相乗りで移動します。

＊ピザ⾷材ひとり⼀品をご持参く ださい。

ピザ⽣地， 調味料， ⾷器類は事務局で準備します。

＊問い合わせ， お申し込みは右のQRコード を

読み込んでく ださい。 （ 担当： 磯野）

本企画は北海道観光振興機構「 地域の魅⼒を活かした観光地づく り推進事業」 の⼀環で実施しています。

第⼆回

⾏ 程：
11:00  集合＠シーサイド ハウス

11:15  太四郎の森到着・ ｶﾞ ｲﾀﾞ ﾝｽ

11:25  遊休地ウォーク

12:30  ピザ窯体験（ 昼⾷）

13:15  ワークショ ッ プ

「 季節性の強い地域資源の活⽤⽅策」

13:55  総括・ 移動・ 解散

問い合わせ 申し込み
エリア概要

開花カレンダー

Output!

ピザ窯体験

遊休地ウォーク

東家の下でワークショップ
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ナイトタイム・モーニングタイムエコノミー振興
鹿肉の精肉体験：
✓早朝コンテンツのモニター企画として実施
→  モーニングタイムエコノミー振興を意図
✓地域おこし協力隊インターン生（現役大学
生）が企画立案したプログラムで，広尾町
観光協会と合同会社ピロロ企画がサポート

→  卒業研究のフィールドワークの場を提供
✓講師は猟師＆地域おこし協力隊が担当
✓道外から３名が参加
✓精肉体験の前に「そもそも鹿肉とは？狩猟
とは？」を共有する時間を確保。精肉体験
では鹿のモモ肉を捌いた。

共催： 合同会社ピロロ企画 広尾町地域おこし協⼒隊（ 体験型観光担当）
協⼒： 広尾町観光協会 とかち地域おこし協⼒隊ネッ ト ワーク

⽩く 雪化粧した⽇⾼⼭脈を遠く に望む極寒下の広尾町

本企画はプロフォト グラファーと ともに⽩銀の世界を巡り

夜空と朝⽇が創り出す冬の魅⼒を撮影し ，

またそのコツを学び合う 中上級者向けのフォト ツアーです

実施⽇： 2024年1⽉12⽇(⾦)・ 13⽇(⼟)   ※⾬天開催

集 合： シーサイド ハウス（ 北海道広尾郡広尾町野塚989）

対 象： 現役地域おこし協⼒隊 且つ 写真撮影技術中上級者

料 ⾦： 1,000円（ 講師費ほか）     ※宿泊なしの場合500円

⾏ 程：

＊お申し込みは本チラシ右下に記載されたQRコード を読み込んで

く ださい。

＊事前にご使⽤のカメ ラの機種を伺います。

＊持ち物は防寒具， 三脚， カイロ， スノ ーシューズ， あればPLフィ

ルター等です。 詳細は申し込みフォームをご覧く ださい。

＊本企画は「 プロを⽬指している⽅」 「 コンテスト 等に応募したい

⽅」 「 機能を使いこなしたい⽅」 をはじめとする中上級者向けの

フォト ツアーです。

＊本企画で撮影した写真をご⾃⾝のSNSにて情報発信していただきま

す。

本企画は北海道観光振興機構「 地域の魅⼒を活かした観光地づく り推進事業」 の⼀環で実施しています。

申し込み
フォーム

⼟⾨⽒の
ﾎ゚ ﾄーﾌｫﾘｵ

1⽉12⽇（ ⾦）
19:30 シーサイド ハウス集合・ 主旨説明
19:40 撮影（ 稜線， 雪原， 星空， 海辺）
22:00 解散

1⽉13⽇（ ⼟）
7:00 シーサイド ハウス集合・ 主旨説明
7:10 撮影（ 海辺， 森林， ⽇⾼⼭脈ほか）
9:30 解散

⼟⾨史幸
プロフォト グラファー

a-motion代表

中上級者向けフォトツアー：
✓夜間と早朝に実施するフォトツアー（斬新性と差別化）
✓講師はプロフォトグラファー＆地域おこし協力隊
✓地域おこし協力隊向けの研修プログラムとして開催し，
一定の撮影技術をもつ６名が参加（美瑛町×3，上川町，
秩父別町，深川市）

→  視察研修企画を重視する本事業の方針に合致
✓ツアー内で撮影した写真の一部は広尾町観光協会に提供
→  観光プロモーションの素材として活用（win-win）
→  新聞掲載することで参加者の撮影技術をPR可能
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冬季アクティビティの充実化
スノーサイクリングin広尾：
✓アクティビティ型体験ツアーの増強を意図
✓めむろ散走サイクルツアーに取り組む一般
社団法人十勝プラス（芽室町地域おこし協
力隊OB）が講師を担当

✓参加者は３名（町内2, 町外1）
✓雪化粧した日高山脈や大雪原，大海原を鑑
賞しつつ広尾町内をファットバイクで回遊

✓走行後は菊地ファームで牛舎見学と酪農カ
フェでランチ（星屑昆布を塗したボロネー
ゼ）を堪能

✓一次産業がある強みを活かした新感覚アク
ティビティを造成

十勝毎日新聞（2024/1/18） 十勝毎日新聞（2024/2/1）

極寒下の夜間＆早朝に創り出され
る広尾町の景観的魅力を発掘
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アウトプットに対する外部評価

十勝毎日新聞（2024/2/2）

「わが村は美しくー北海道」運動第
11回コンクール（北海道開発局）で
優秀賞を受賞
✓豊かな一次産業や日高山脈の自然
を活かした体験ツアーの企画運営
や，広尾町産食材を用いた特産品
開発（サンタのつぶやき）をはじ
め，魅力事業によって得られた知
見やアウトプットが高く外部評価

✓優秀賞受賞団体として「わが村は
美しくー北海道」運動わが村団体
活動報告会にて，ピロロツーリズ
ム推進協議会の活動内容をプレゼ
ンテーション

chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https:/www.hkd.mlit.go.jp/ky/ns/nou_sin/slo5pa0000019pd9-att/slo5pa000001a845.pdf
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二年間のふりかえり

2022年度：実証実験の年
なにをやる？
✓視察研修特化型体験型観光の推進

誰に対して？
✓企業＆学生団体，インターン

どのように？
✓酪農，漁業，日高山脈に集中
✓広尾高校との協業

その結果？
✓広尾町観光の季節的＆天候的偏在
性の解消

✓体験型観光の推進による郷土教育
的価値の創出

✓実証販売に向けた基盤形成の実現

2023年度：実証販売の年
なにをやる？
✓視察研修特化型観光商品の販売
✓協力隊向け研修プログラムの開発

誰に対して？
✓企業＆学生団体，観光客，協力隊

どのように？
✓昨年度の成果をブラッシュアップ

その結果？
✓協力隊による協力隊向け研修を通
した広尾町観光の推進

✓広尾町観光のイメージ形成
✓十勝管内事業所との連携と将来性
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広尾町での事業展開（予定）

✓地域おこし協力隊向け宿泊型視察研修プログラムの販売
✓C.C.as個人事業主（キャリア形成支援，職業生活設計に
寄与する体験型観光プログラムのオーダーメイドなど）

✓旅行業務取扱管理者（開発＆運用→販売）
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